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要 旨

本研究では，シンボルコミュニケーションを行なう上で，より妥当なシンボルの選定を行なうことを目的と

してシンボルの受信者側が，線画シンボルおよび立体画シンボルから受けるイメージを比較した．

名の成人に対して，動詞に相当するシンボルのイメージ測定を行った．

結果， 語中 語で線画シンボルより立体画シンボルの方が，対象となる語をより的確に表していると評価

された．また，シンボル全体でのイメージ評定では， 語中 語に有意差が認められ，立体画よりも線画シン

ボルの方が，肯定的イメージを持たせやすい可能性が考えられた．

キーワード ，シンボルコミュニケーション，線画シンボル，立体画シンボル，
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【はじめに】

コミュニケーションに障害をもつ人々への援助技

術の開発や臨床の研究領域に

（拡大・代替コミュニ

ケーション．以下， ）がある． について

安藤は， は，つまるところ 人と人の相互理



解と交流の深化のために用いられる言語以外の意図

的なすべての生理的手段と，その補完のために用い

られる．主として心理的・福祉工学的な援助技術の

総称 である ）と述べている． の技法のひと

つにシンボルを用いたコミュニケーションがある．

シンボルの定義は研究者によって種々であるが，日

本語では象徴，意味のある記号といった訳となる．

清水は象徴について，何かの事物や事実，あるいは

自分の気持ちや考えを表したり，思い出させたりす

るのに用いられるもの ）と表現している．シンボル

を用いれば，事物だけでなく，気持ちや動きを意志

として発信することが可能である．

現在，日本で用いられている市販シンボルの例に

ついて稲田 ）は， （以

下， ）を示している 口語的な表現が含まれて

いるため，より実際の会話に近いやりとりが可能に

なっている． では，主に動詞を表すシンボル

について，同じ名称でありながら線画シンボルおよ

び立体画シンボルが用意されている．これは，シン

ボルを利用する人の認知度や使いやすさ，理解しや

すさに合わせた配慮と考えられるが，シンボルの受

信者側が，線画シンボルおよび立体画シンボルから

受けるイメージに何らかの相違点が生じる可能性が

ある．シンボルコミュニケーションの研究では，表

出障害をもつ人々（発信者）が，他者（受信者）に

対しシンボルで意志を伝えるという発信者側が主体

の研究は多く見受けられるものの，受信者側が主体

の研究はあまりみられない．

本研究では，シンボルコミュニケーションを行な

う上で，より妥当なシンボルの選定を行なうことを

目的として，受信者側が，線画シンボルおよび立体

画シンボルから受けるイメージを比較するために，

動詞に相当するシンボルのイメージ測定を行った．

【方法】

．対象

県にある専門学校生 ・ ・ ・ 年生 名に

依頼した（男 名，女 名）．年齢は 歳（平

均 歳）であった．対象者には，事前に研究の

目的と内容を説明し，同意を得た後に研究を開始し

た．

． 手続き

評定用のシンボルは，モノクロとカラーを備えた．

（ ．

以下， ）の線画シンボルと立体画シンボルを

使用した．立体画シンボルは線画シンボルと同一の

絵柄である．シンボルの大きさを縦 横 に

統一して，評定用紙の左側に線画シンボル，右側に

立体画シンボルと対照に配置した．各シンボルには

うつくしい とどの程度感じますか という言

語提示をして，線画シンボル 立体画シンボルの対

照表示についてのイメージ評定を求めた（図 ）．

実施は集団形式で一斉に行ない， の線画シン

ボルと立体画シンボル各々 語についてどの程度そ

の語のイメージが感じられるかを 非常に感じる

から 非常に感じない の 段階で評定した．

語の選定に関しては，身体表現のある語，物品を

使用した語，身体表現と物品のある語について，で

きるだけ語数が均等になるよう配慮した．さらに，

の線画シンボルと立体画シンボルから受ける

全体的イメージについて， 明るい 暗い 等の尺

度を 対作成し， 法用いて 段階評定も行なっ

た．

統計方法としては、対応のある 検定を行った．

いずれも危険率 ％未満を有意水準とした．
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図 評定用紙の例



【結果及び考察】

．動詞 語のイメージ

の線画シンボル及び立体画シンボルについ

てのイメージ評定結果を表 に示した． 語中 語

に有意差が認められた．有意差のみられた語は，す

べて立体画シンボルの方が高い評定値を示した．

動詞シンボルの表現形態の例を図 に示した．語

の選定では，身体表現のある語，物品を使用した語，

身体表現と物品のある語を均等に行ったが，有意差

のみられた 語の内訳は，身体表現のある語（ 語）

平成 年度 高知リハビリテーション学院紀要 第 巻

図 動詞シンボルの表現形態の例

表 立体画 線画のイメージ測定の平均，標準偏差， 値

線画 立体画
値

りょうりする
おちる
よむ
おじぎする
とる
ける
はたらく
うんてんする
まつ
にゅうよくする
はいる
ねる
かく
つりをする
すべる
はく
せわをする
やく
ぬぐ
すわる
おく
おす
やすむ
べんきょうする
わすれる
とぶ
はしる
のぼる
のむ
つくる
ほる
たべる
やぶる
なげる
ねる

，

表 線画・立体画の全体的イメージの平均，標準偏差， 値

線 画 立 体 画
値

好き 嫌い
わかりやすい わかりにくい

かたい やわらかい
あたたかい つめたい

暗い 明るい
静的 動的

抽象的 具体的

，



おちる，おじぎする，，物品を使用した語（ 語）

はたらく（机，書類），うんてんする（ハンドル），，

身体表現と物品のある語（ 語） りょうりする（コ

ンロ，鍋，鍋を持つ），よむ（本，本を持つ），とる

（他者の持っているものを取る），ける（ボール，ボー

ルをける），まつ（時計，椅子，椅子に座る），にゅ

うよくする（湯船，湯船に入って座る），はいる（家

のドア，ドアから入る），ねる（枕，枕に頭をのせる），

かく（画板，三脚，筆を持つ），つりをする（魚，

水面，釣り竿，釣り竿を持つ），すべる（滑り台，

矢印，滑る行為），はく（箒，箒を持つ），せわをす

る（ベット，布団，世話をする人がコップを持つ），

やく（オーブン，オーブンから料理を取る），ぬぐ（帽

子，矢印，帽子を持つ） であった．線画シンボル

と立体画シンボルの比較で，身体表現と物品のある

語が 語中 語であったことは，動詞を表現する場

合，立体表現に加え，身体表現，物品という付加情

報が重要であることが示唆された．

．全体的イメージ

イメージ評定で 語中 語に有意差が認められ

た．また，全ての形容詞対について，線画シンボル

の方が， 好き，わかりやすい，やわらかい，あた

たかい，明るい，動的，具体的 という比較的肯定

的なイメージが算出された．

本研究では，線画シンボルと立体画シンボルの比

較で， 語中 語で有意差が認められ，立体画シン

ボルの方が，対象となる語をより的確に表している

と評価された．また，シンボル全体でのイメージ評

定では， 語中 語に有意差が認められ，立体画よ

りも線画シンボルの方が，肯定的イメージを持たせ

やすい可能性が考えられた．

稲田ら ）は，形容詞，動詞，名詞のそれぞれ 語

について，モノクロシンボルとカラーシンボルの受

信者側のイメージ測定を行っているが，シンボル全

体でのイメージ評定では今回の研究と同様に，モノ

クロシンボル（線画シンボル）の方が， 好き，わ

かりやすい，やわらかい，あたたかい，明るい，動

的，具体的 という比較的肯定的なイメージが算出

されたことを報告している．個々のシンボルの比較

では，立体（カラー）が語を的確に表現していると

されながらも，シンボル全体のイメージでは，線画

（モノクロ）が肯定的なイメージをもたせやすいこ

とは興味深い結果であった．

今後，動詞の線画シンボルと立体画身体シンボル

の比較では，表現と物品のある語が 語中 語で

あったことを考慮して，動詞を表現する場合の身体

表現と物品という付加情報について検討を加える必

要があると考えられた．
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